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＝国公立中学校卒業予定者数、前年度比１４１人増/県内公立高校志望者数は 602 人減＝ 

９
月
30
日
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
９
月
１
日
現
在
で
実
施
し
た
「
令
和
８
年
度
高
等
学
校
進
学
希
望
者
数
等
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。 

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
今
年
度
末
の
国
公
立
中
学

校
卒
業
予
定
者
数
は
４
３
，
１
４
７
人
と
昨
年
度
と

比
べ
て
１
４
１
人
増
加
し
、
高
等
学
校
進
学
希
望
者

数
も
１
６
７
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県

内
公
立
高
校
へ
の
進
学
希
望
者
数
は
全
日
制
が
５
５

６
人
減
、
定
時
制
・
多
部
制
が
37
人
減
、
通
信
制
が

９
人
減
、
計
６
０
２
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
私
立
高
校
（
全
日
制
）
が
県
内
・
県
外
合

わ
せ
て
７
０
０
人
増
と
な
っ
て
お
り
、
私
立
高
校
も

含
め
た
「
高
校
授
業
料
無
償
化
」
の
動
き
が
一
定
程

度
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
こ

こ
数
年
１
０
０
～
２
０
０
人
規
模
で
進
学
希
望
者
が

増
え
続
け
て
い
た
広
域
通
信
制
高
校
で
す
が
、
現
時

点
で
は
50
人
増
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。 

公
立
高
校
希
望
者
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
課
程

別
に
み
る
と
、
専
門
学
科
の
希
望
者
が
微
増
し
て
お

り
、
と
り
わ
け
工
業
科
希
望
者
が
１
４
２
人
増
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
定
時
制
・
多
部
制
・
通
信
制
課
程
の
希
望
者
は
高

止
ま
り
を
続
け
て
い
ま
す
。 

物
価
高
騰
が
収
ま
ら
ず
、
所
得
格
差
が
拡
大
す
る

中
で
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

増
加
し
て
い
ま
す
。「
す
べ
て
の
希
望
す
る
人
に
後
期

中
等
教
育
を
保
障
す
る
」
た
め
に
は
、
進
学
設
定
率

を
１
０
０
％
に
し
、
希
望
者
全
員
の
入
学
を
保
障
す

る
募
集
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
も
に
、
多
様
な
生

徒
の
学
び
に
対
応
で
き
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学

校
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
り
く
み
も
必
要

で
す
。 

兵
高
教
は
兵
教
組
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
基
本

的
人
権
と
し
て
の
学
習
権
を
保
障
す
る
観
点
に
立

ち
、
高
校
教
育
改
革
の
進
捗
状
況
や
各
学
区
の
抱
え

る
課
題
解
決
を
基
本
に
据
え
、
全
県
的
・
中
長
期
的

記者発表資料へのリンク（短縮URL） 

https://x.gd/kh7dQ 

県教委記者発表資料より 

な
視
野
に
立
っ
て
と
り
く
み

を
す
す
め
て
行
き
ま
す
。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

第１６回TOMO-KEN（青年教育実践交流集会） 

１０月１１日（土）～１２日（日）の２日間、東京・日本教育会館におい

て第１６回 TOMO-KEN ～友に学ぶ 共に学ぶ～ （青年教育実践

交流集会)が開催され、全国から約１４０人のなかまが集まりました。

兵高教からは今泉洋さん（芦屋国際中等分会）が参加しました。 

初日の開会行事では、実行委員の松尾涼児さん（岡山県教組）が

開会あいさつの中で、「我々青年が、おかしいことはおかしいと言って

いこう」と呼びかけました。また、梶原貴日教組中央執行委員長から

は、「この TOMO-KENにおいてもなお男性参加者のほうが多い現

状があり、さらなるジェンダー平等を実践していきたい」との決意が

語られました。 

今泉さんが参加した分科会では、「ジェンダー平等教育」「インクル

ーシブ教育」「多文化共生教育」について問題提起があり、参加者

全員で討議を重ね、学習を深めました。 

 

 

 

 

 

以下は今泉さんの感想です。 

 

 

第４４回高校教育シンポジウム 

 １０月３日（金）～４日（土）の２日間にわたって、日本教育会館を会

場に第４４回高校教育シンポジウムが行われました。兵高教からは岡

村隆弘さん（日教組定通教育検討委員）と西村執行委員長の２人が

参加しました。 

 開会行事・基調報告に続き、「現代社会の高校教育の課題」と題し

て佐々木幸寿さん（東京学芸大学副学長）の講演が行われました。

「高校教育」が抱える課題、高校教育の多様性、中教審の次期学習

指導要領の改訂の視点、教育観、授業観、生徒観、知識観の重要性

等様々な角度から今日の高校の課題について触れ、ご意見を述べら

れた上で、高校教員は教育学的素養をもっと学ぶ必要があるのでは

ないか、と結ばれました。その後の分散会では、参加者全員が講演の

感想を述べ、意見交換を行いました。 

 ２日目は、第１分科会「高校再編  

地域の学び」と第３分科会「定時 

制・通信制」の２分科会に参加し、 

それぞれリポート報告の後各都道 

府県の現状や課題について共有し、 

協議を行いました。 

他の組合、特に遠く離れた地域からの参加者と議論することによって、

新しい知識を得られるのはもちろんのこと、自分自身がとりくんできたこと

について捉え直すとともに、私が在住・在勤している兵庫県ならびに阪神

間地域の特異性、現任校の特色について改めて認識することができ、関

西の外に出て全国からの参加者たちと議論することの意義を実感するこ

とができた。 

 

１月１０日（土）午後は全体会（開会行事・学習会）と分科会、１１日（日）

午前は分散会が行われます。近畿２府４県のさまざまな校種・職種の若手

教職員と交流できる貴重な機会です。ぜひご参加ください（託児も可）。 

右の二次元コードより、分科会案内をご覧いただけます。 

申し込み・お問い合わせは、書記局に電話かメールでお願い 

します。                      ※申込締切 １１月２１日（金） 


